
現代経済学全書

新
訂労務管理
津田眞澂著



現代経済学全書5

新　　訂

労務管理

津田眞澂　著

ミネルヴァ書房



は
　
し
　
が
　
き

本
巻
は
労
務
管
理
に
つ
い
て
の
専
門
的
入
門
書
で
あ
り
、
同
時
に
労
務
管
理
に
閲
心
を
も
つ
来
春
景
・
教
育
者

一
般
の
人
々
の
遷
笛
的
整
理
を
巳
的
と
し
て
舎
か
れ
て
い
る
。
今
日
、
労
薯
管
理
に
掬
す
る
善
書
は
数
多
く
、

そ
の
讃
す
る
内
容
は
充
実
す
る
一
方
で
あ
り
、
こ
こ
に
新
し
く
一
書
を
出
版
す
る
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
な
り
の
理

由
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

著
者
は
、
数
年
来
、
労
使
関
係
お
よ
び
労
務
管
理
に
つ
い
て
の
実
態
研
究
に
没
潤
し
、
そ
の
一
半
の
成
果
を

r
労
働
問
題
と
労
密
蟄
き
　
て
オ
ル
グ
7
弁
眉
、
昭
和
三
四
年
】
に
収
録
し
た
。
こ
の
事
は
、
年
功
的
労
使
関
係
に

お
け
る
矛
盾
と
そ
れ
へ
の
適
応
の
実
態
を
、
労
使
関
係
の
教
徒
を
な
す
、
作
業
の
毀
階
ま
で
下
っ
て
、
考
察
し
た

も
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
熟
練
・
技
能
の
実
態
立
上
び
変
化
と
し
て
と
ら
え
た
も
の
で
あ
っ
た
．
含
ら
に
、
こ
の

熟
練
・
技
能
が
労
使
瑠
係
に
い
か
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
か
に
つ
い
て
、
理
論
構
成
を
こ
こ
ろ
み
、
そ
の
l
半
を

【
年
功
序
列
貸
金
と
年
功
制
定
」
〓
日
暮
型
賃
金
構
辻
の
研
き
董
学
研
究
所
　
昭
型
】
一
六
年
】
で
と
り
竜
と
め
た
。

も
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
研
究
は
熱
線
・
技
能
の
性
套
と
そ
の
変
化
が
労
俊
郎
係
の
一
切
を
規
定
す
る
と
い
う
の
で

は
な
く
、
熟
紋
・
技
能
の
研
究
と
い
う
、
作
業
の
段
飴
ま
で
下
り
な
く
て
は
、
年
功
的
労
使
関
係
の
親
密
を
解
明

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
主
張
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
ら
の
一
遠
の
研
究
は
、
日
本
型
罷
蓉
芦
と
し
て
多
く



は　し　が　き

の
批
判
を
よ
ん
だ
が
、
そ
の
批
判
を
通
じ
て
、
日
本
的
熟
練
・
技
能
に
つ
い
て
の
一
層
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
は

堂
外
の
音
び
で
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
熟
練
・
鼓
髄
の
研
究
は
、
も
と
よ
り
、
労
使
胡
麻
の
内
容
の
ー
部
を
な

す
に
止
ま
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
研
究
を
根
橡
と
す
る
、
労
使
関
係
の
理
論
的
体
系
化
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
木
晋
は
、
労
使
関
係
を
労
務
管
理
の
側
か
ら
み
た
も
の
で
あ
り
、
著
者
の
労
使
的
係
論
の
体
系
化

の
－
部
を
構
成
す
る
も
の
で
あ
る
。

労
使
此
係
は
企
丑
に
お
け
る
経
営
者
と
労
倒
者
、
社
会
に
お
け
る
国
家
・
政
府
・
政
党
、
経
営
者
団
体
・
労
働

組
合
か
ら
な
る
。
こ
の
よ
う
な
労
使
関
係
は
産
業
社
会
関
係
（
E
u
邑
已
詣
E
O
n
肌
）
と
よ
ば
れ
る
。
企
業
に
お
け

る
経
営
は
経
常
組
織
を
通
じ
て
経
営
管
理
を
お
こ
な
い
、
そ
の
一
部
は
経
営
管
理
に
よ
っ
て
全
体
的
管
理
に
統
合

さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
部
門
管
理
と
し
て
の
労
務
管
理
と
し
て
相
対
的
に
自
立
化
し
て
い
る
。
労
働
者
は
従
業
員
と

し
て
労
務
管
理
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
と
共
に
、
経
営
外
の
社
会
に
確
立
し
た
労
働
組
合
の
組
合
員
と
し
て
存
在

す
る
。
従
っ
て
労
務
管
理
は
労
働
組
合
と
関
係
を
も
つ
と
同
時
に
そ
の
組
合
員
を
従
業
員
と
し
て
管
理
す
る
機
能

を
有
す
る
。
労
務
管
理
論
は
こ
の
よ
う
な
労
務
管
理
の
組
織
と
機
能
の
発
展
を
内
在
的
に
法
則
的
解
明
を
お
こ
な

う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

労
使
関
係
は
資
本
主
義
の
発
展
に
応
じ
て
、
特
有
の
発
展
を
と
げ
、
段
階
的
に
区
分
さ
れ
る
。
そ
し
て
特
定
の

労
使
関
係
の
発
展
段
階
に
は
、
特
有
の
労
務
管
理
が
成
立
す
る
。
わ
れ
わ
れ
が
今
、
お
か
れ
て
い
る
年
功
的
労
使

関
係
も
、
特
有
の
歴
史
的
発
展
段
階
に
存
在
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
年
功
的
労
使
掬
係
の
体
系
が
棟
想
さ
れ
る
場
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合
に
は
、
こ
の
特
有
の
、
歴
史
的
発
展
段
階
に
着
目
し
、
そ
の
成
立
要
因
・
矛
盾
を
法
則
的
に
解
明
す
る
こ
と
が

目
的
と
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
労
務
管
理
の
研
究
を
志
す
考
に
は
ま
ず
舘
↓
に
こ
の
年
功
的
労
使
関
係
の
下

で
の
労
務
管
理
の
研
究
が
課
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
そ
れ
と
同
時
に
、
年
功
的
労
使
関
係
が
、
資
本
主
義
の
最
高
発

展
段
階
に
照
応
す
る
労
使
飼
係
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
の

こ
と
は
、
資
本
主
義
の
発
展
を
と
げ
た
各
国
の
労
使
関
係
の
比
較
、
す
な
わ
ち
労
使
関
係
の
国
際
比
較
研
究
が
第

二
に
お
こ
な
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
労
務
管
理
の
国
際
比
較
研
究
も
こ
こ
で
必
要
と
な
る
。

第
三
に
、
こ
の
国
際
比
較
研
究
を
通
じ
て
、
年
功
的
労
使
関
係
が
、
資
本
主
義
社
会
の
下
で
、
最
高
皮
に
発
展
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
内
部
要
因
・
内
部
矛
盾
が
い
か
な
る
発
展
を
と
げ
る
か
、
す
な
わ
ち
、

資
本
主
義
社
会
か
ら
の
脱
線
に
よ
っ
て
、
労
使
関
係
が
否
定
さ
れ
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
、
そ
れ
ら
が
、
安
永

主
義
社
会
内
部
で
保
持
・
解
消
さ
れ
う
る
か
ど
う
か
、
に
つ
い
て
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
年
功

的
労
使
関
係
が
資
本
主
義
の
発
展
に
お
け
る
労
使
関
係
の
発
展
段
階
に
お
い
て
、
そ
の
最
高
発
展
段
階
を
あ
ら
わ

さ
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
最
高
発
展
段
階
に
お
け
る
、
特
有
の
、
労
使
鴇
係
に
つ
い
て
、
そ
の
内
部
要
因
・
内
部

矛
盾
が
解
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
同
時
に
、
年
功
的
労
使
蝋
係
の
内
部
要
臨
・
内
部
矛
票
、

ど
の
よ
う
に
、
最
高
の
労
使
関
係
の
発
展
段
階
に
移
行
し
う
る
か
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ

し
て
、
こ
の
研
究
は
、
労
務
管
理
に
つ
い
て
も
同
様
の
研
究
を
必
要
と
す
る
。
著
書
は
後
者
の
立
場
を
と
る
。

本
番
に
お
い
て
は
、
第
二
軍
に
お
い
て
、
年
功
的
労
使
関
係
の
構
造
を
あ
つ
か
い
、
そ
の
下
に
お
け
る
労
務
管

111



は　し　が　き

理
の
特
徴
を
指
摘
し
た
。
こ
れ
は
労
務
管
理
研
究
の
出
発
点
を
ボ
す
も
の
で
あ
る
。
第
二
輩
か
ら
魂
十
一
輩
ま
で
　
紬

は
、
労
使
鳳
株
の
最
高
発
展
段
階
に
お
け
る
労
務
管
理
を
と
り
あ
げ
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
涯
に
お
い
て
、

労
務
管
理
の
構
成
部
分
を
一
つ
一
と
り
あ
げ
、
そ
の
中
で
、
欝
　
革
で
柑
橘
し
た
年
功
的
労
使
関
係
の
下
で
の

労
務
管
理
の
特
徴
が
、
い
か
に
具
体
的
に
こ
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
い
る
か
を
対
比
し
て
、
各
章
の
末
尾
に
示
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
、
労
務
管
理
に
お
い
て
、
こ
の
対
比
が
と
く
に
必
要
と
患
わ
れ
る
構
成
部
分
に
つ
い
て
は
、
と
く

に
、
そ
の
理
論
的
・
歴
史
的
発
展
を
略
述
し
た
　
（
第
五
・
璧
ハ
・
第
七
・
第
八
・
第
九
・
第
十
章
）
。

ま
た
、
従
来
ま
で
に
蕃
療
き
れ
て
き
た
、
労
務
管
理
の
理
論
的
解
明
の
巣
級
は
、
い
も
じ
る
し
い
も
の
が
あ
る

の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
第
十
二
蟄
に
お
い
て
、
と
り
ま
と
め
、
さ
ら
に
そ
の
個
々
の
巣
故
に
つ
い
て
、
現
在

入
手
し
や
す
い
も
の
に
限
っ
て
、
末
尾
に
参
考
文
献
と
し
て
か
か
げ
た
。

さ
ら
に
本
音
が
入
門
書
と
し
て
の
役
割
を
有
効
に
果
す
た
め
に
、
巻
末
に
頚
引
を
つ
け
て
、
放
免
に
便
利
な
よ

う
に
こ
こ
ろ
み
た
。
本
書
は
ま
た
、
入
門
番
で
あ
る
と
同
時
に
、
現
在
の
実
務
に
な
る
べ
く
近
づ
け
親
し
み
を
も

て
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
た
の
で
、
附
衷
お
よ
び
図
は
、
論
旨
と
は
な
れ
な
い
限
り
で
、
な
る
べ
く
日
本
の
も
の
を

と
り
い
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
。

本
書
に
お
い
て
は
ま
た
、
参
考
文
献
や
図
表
に
つ
い
て
の
引
用
は
、
ほ
と
ん
ど
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

こ
れ
は
巻
末
に
あ
る
監
修
者
の
編
集
方
針
に
従
つ
た
た
め
で
あ
り
、
他
意
は
な
い
。

本
書
は
以
上
の
よ
う
な
構
成
を
も
つ
。
本
書
が
こ
の
よ
う
な
形
で
出
版
さ
れ
る
に
つ
い
て
は
、
京
都
大
学
岸
本

英
太
郎
教
授
の
懇
切
な
御
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
の
著
者
の
研
究
に
つ
い
で
、
螢
も
き
び
し
い
批

判
を
な
さ
れ
た
教
授
の
御
銅
棒
に
沿
え
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
甚
だ
疑
わ
し
い
も
の
が
あ
る
。
ま
た
著
者
が
昭
和

三
七
年
か
ら
こ
元
年
に
か
け
て
、
イ
リ
ノ
イ
州
立
大
単
産
梁
労
働
関
係
研
究
所
に
勤
務
し
た
た
め
に
、
刊
行
に
つ

い
て
、
多
大
の
御
迷
惑
を
お
か
け
し
た
、
、
、
、
ネ
ル
ヴ
ァ
墾
厨
社
長
杉
拇
信
夫
氏
の
御
好
意
に
感
謝
し
た
い

昭
和
三
九
年
一
〇
月

本
書
は
昭
和
四
〇
年
の
初
版
刊
行
以
来
、
ひ
き
つ
づ
き
版
を
蛮
ね
て
今
日
に
至
つ
た
。
こ
の
間
に
日
本
の
人
事

労
務
管
理
は
大
き
く
変
化
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
か
な
り
の
発
展
を
示
し
て
き
た
。
初
版
以
後
一
〇
年
を
経
過
し

た
の
で
大
幅
な
追
加
を
お
こ
な
う
こ
と
を
撃
見
た
が
、
希
薄
は
も
と
も
と
労
務
管
理
の
基
礎
的
な
思
想
と
概
念
を

提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
な
の
で
、
追
加
は
小
部
分
と
し
、
数
裏
の
年
代
を
新
し
く
す
る
こ
と
と
し

た
。
昭
和
五
〇
年
四
月

老

老



日　　次

【
日

次

は
　
し
　
が
　
き

第
二
早
　
年
功
的
労
使
関
係
に
お
け
る
労
務
管
理

第
一
節
　
年
功
的
労
使
凰
係
に
お
け
る
労
務
管
理

l
年
功
的
労
使
関
係
成
立
の
前
提
凌
房
二
三
　
2
年
功
的
労
使
関
係
成
立
の
促
進
要
因
（
一
一
）

3
年
功
的
労
使
関
係
の
構
造
（
ヱ
）
　
4
年
功
的
労
使
関
係
に
お
け
る
労
務
管
理
（
巴

第
二
節
　
年
功
的
労
使
関
係
の
変
化
と
労
使
関
係
の
歴
史
的
段
階

ュ
年
功
的
労
使
関
係
の
変
化
と
矛
盾
（
八
）
　
2
労
使
関
係
の
歴
史
的
段
階
（
二
一
）

第
二
章
　
労
務
管
理
組
織
と
職
務
組
織

第
一
節
　
労
務
管
理
組
織

1
企
業
・
経
営
・
業
務
（
－
八
）
　
2
経
営
組
織
・
経
営
管
理
（
云
　
3
経
営
組
織
の
形
態

二
九
）
　
4
集
務
規
定
（
一
三
　
5
労
務
管
理
組
織
（
云
）

第
二
節
　
職
務
組
織

l
職
務
編
成
（
三
）
　
2
職
務
評
価
（
一
ヨ
）
　
3
職
務
権
限
三
八
）

vii



日　　次

第
三
章
　
定
員
管
理

第
一
節
　
従
発
見
配
超
と
定
員
測
定

l
従
業
員
配
置
〓
一
）
　
2
資
格
制
度
（
葺
　
3
定
員
測
定
（
畳
　
4
定
員
監
査
（
書
）

第
二
節
　
採
用
管
理

l
定
期
採
用
と
随
時
採
用
（
毒
）
　
2
定
期
採
用
貢
）
　
3
採
用
試
験
（
宍
）
　
4
随
時
採

用
（
昌
）
　
5
研
修
制
度
更
）

第
三
岱
　
配
置
転
換

l
配
荘
転
換
（
望
．
2
配
毘
転
換
の
目
的
と
形
態
（
竺
）
　
3
配
匿
転
換
の
実
施
要
件
喜
＝

第
四
姉
　
定
年
制
度

1
定
年
制
度
（
誓
）
＋
2
日
本
の
定
年
制
度
（
塁
）

第
四
章
　
人
事
考
課
と
昇
進
管
理

郊
一
節
　
人
事
考
課

1
人
事
考
証
蒜
セ
）
　
2
人
事
考
課
の
方
法
（
署
）
　
3
ア
メ
リ
カ
の
人
事
考
課
（
冨
）

4
8
本
の
人
事
考
撫
（
蓋
）
　
5
日
的
別
人
事
考
課
（
薯
）
　
6
人
夢
考
課
の
問
題
点
（
葛
）

第
二
節
　
昇
進
管
理

…
：
…
莞

1
昇
進
・
降
格
嘉
）
　
2
職
務
の
価
値
評
価
嘉
）
　
3
政
道
在
職
期
間
（
莞
）
　
4
昇
進

管
理
（
竺
）
　
5
降
格
〇
三

第
五
章
　
教
育
訓
練
管
理

第
一
節
　
教
育
訓
練
の
忠
義
と
方
法

…
…
：
歪

1
教
育
訓
破
（
歪
）
　
2
教
育
訓
練
の
方
法
と
種
類
（
喜
　
3
日
本
の
教
育
訓
練
の
種
類
（
葺

第
二
節
　
日
本
の
企
巣
内
教
育
訓
練

l
日
本
の
企
兼
内
政
育
訓
紋
の
歴
史
（
窒
　
2
日
本
の
教
育
部
紋
の
問
題
点
（
苫
）
　
3
教

育
別
線
の
問
題
点
（
セ
一
）

第
六
章
　
労
働
条
件
管
理

節
一
節
　
課
集
管
理

1
設
盤
∵
至
）
　
2
課
共
管
理
の
前
提
条
件
（
苫
）
　
3
課
巣
設
定
（
葺
　
4
W
・
F
法
に
よ

る
課
業
設
定
（
葛
）
　
5
余
裕
率
（
莞
）
　
6
労
働
日
（
八
3
　
7
残
裳
と
時
間
短
縮
≡
）

8
休
憩
時
間
・
休
日
・
休
暇
三
）
　
9
作
裟
環
境
管
理
冨
）
　
m
安
全
管
理
（
呈
　
1
1

労
働
衛
生
管
理
（
八
セ
）
　
1
2
補
償
管
理
　
（
八
九
）

第
二
抒
　
課
盈
管
理
研
究
の
歴
史

1
科
学
的
管
理
法
の
生
成
完
ロ
）
　
　
っ
一
テ
ィ
ラ
リ
ズ
ム
の
発
展
完
ニ
）
　
　
3
サ
ー
プ
リ
ッ
グ

壬
＝
　
4
フ
ォ
ー
ド
・
シ
ス
テ
ム
　
（
九
巴
　
5
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
科
学
的
管
理
法
完
巴
　
6

労
働
科
学
（
宍
）
　
7
ェ
ネ
ル
ギ
ー
理
論
完
七
）
　
8
課
其
管
知
の
発
展
（
蔓
　
9
人
革
管

ix



理
・
人
間
関
係
論
・
産
炎
社
会
関
係
論
完
八
）

よ

第
三
節
　
賃
金
管
理

九
九

l
賃
金
瞥
鋤
の
意
義
（
究
）

論
（
百
八
）
　
5
賃
金
制
度

8
付
加
給
付
と
珪
金
制
度

度
≡
ご
　
1
2
氏
金
形
態

2
正
金
理
論
完
九
）
　
3
度
金
の
本
質
〇
〇
〇
）
　
4
賃
金
格
差

（
〓
こ
（
三
彗
二
元
）

6
職
務
給
制
度
≡
こ
　
7
年
功
序
列
負
金
制
度
（
〓
彗

9
付
加
給
付
へ
二
一
3
　
日
D
貸
金
体
系
（
二
重
　
1
1
貿
与
制

1
3
退
職
金
制
度
（
三
〇
　
1
4
日
本
の
貸
金
管
理
史
二
勇
）

第
七
輩
　
人
間
関
係
的
管
理

第
一
節
　
人
間
関
係
論
の
成
立
と
意
義

1
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
人
事
管
理
の
成
立
（
高
空
　
2
人
間
関
係
論
の
生
成
（
喜
一
）
　
3
人
間

関
係
的
管
理
の
方
法
（
岩
穴
）

第
二
節
　
人
間
関
係
的
管
理
の
方
法

l
人
間
関
係
的
管
理
の
方
法
の
限
界
（
喜
）
　
2
労
使
関
係
と
人
間
関
係
的
管
理
（
喜
コ
　
3

日
本
の
人
間
関
係
的
管
理
（
芸
雪

第
八
章
　
福
利
厚
生
管
理

節
一
節
　
福
利
厚
生
制
度
の
歴
史

l
風
格
的
労
資
開
係
の
福
利
厚
生
制
度
（
義
）
　
2
協
約
的
労
使
的
砿
下
の
福
利
厚
生
制
度

（一莞）

第
二
節
　
目
本
の
福
利
厚
生
制
度

l
福
利
厚
生
費
二
究
）
　
2
法
定
外
福
利
密
（
一
六
〇
）
　
3
低
音
∴
減
少
方
向
に
あ
る
福
利
厚
生

費
（
一
六
〇
）
　
4
上
昇
・
増
加
傾
向
に
あ
る
福
利
厚
生
費
（
云
－
）

第
九
章
　
労
働
組
合
関
係
管
理

第
一
筋
　
労
使
関
係
と
労
働
組
合
関
係

1
労
使
関
係
と
労
働
組
合
（
宗
田
）
　
2
労
働
組
合
（
一
六
巴
　
3
労
働
組
合
の
機
能
（
一
芸
）
　
4

労
働
組
合
の
組
織
≡
曇
　
5
労
働
組
合
と
労
務
管
理
（
一
宕
）

第
二
節
　
日
本
の
労
働
組
合
と
労
務
管
理

⊥
日
本
の
労
働
組
合
（
一
望
）
　
2
日
本
の
労
働
組
合
と
労
務
管
理
｛
〓
五
）

第
十
章
　
労
務
管
理
監
査

節
一
節
　
労
務
管
理
監
査
の
必
要
性

l
労
務
管
理
監
査
二
八
〇
）
　
2
労
務
管
理
監
査
の
必
要
性
（
一
八
〇
】

第
二
節
　
労
務
管
理
監
査
の
方
法

1
労
務
管
理
監
査
の
目
的
（
一
八
一
一
）
　
2
監
査
の
主
体
と
時
期
（
云
＝
2
監
査
の
対
象
（
一
八
彗

4
監
査
の
基
準
と
監
査
方
法
二
八
巴
　
5
労
審
管
理
監
査
報
曹
（
】
八
六
）

昌
　
第
十
二
単
　
国
家
政
策
と
労
務
管
理

Ⅹi



衷・図　日次

第
一
節
　
社
会
保
障
制
度
の
成
立
…
…
…
…
…
・

ⅩⅡ

1
労
働
力
磨
滅
の
進
行
と
企
業
内
有
利
制
度
（
一
八
セ
）
　
2
社
会
政
策
の
成
立
（
ス
八
）
　
3
社
会

政
策
の
体
系
（
云
）
　
4
社
会
保
険
の
成
立
≡
〓
　
5
社
会
保
険
の
体
系
（
亘
）
　
6
社
会

保
障
制
度
の
成
立
（
完
三
）

第
二
節
　
労
働
政
策
と
労
務
管
理
…
…
・

1
労
働
政
袋
の
体
系
冨
田
）
　
2
雇
用
・
失
黄
政
袋
と
労
務
管
理
（
云
）
　
3
労
働
力
政
先
と

労
務
哲
理
≡
セ
）
　
4
魚
金
改
正
と
労
務
管
致
（
貢
）
　
5
労
使
関
係
政
東
と
労
審
管
聖
貢
）

6
法
定
福
利
蟄
（
；
九
）
　
7
労
働
統
計
（
云
○
）

第
十
二
章
　
労
務
管
理
の
理
論

努
一
節
　
経
営
学
の
理
論

1
経
営
学
の
聖
絢
言
ニ
）
　
2
ド
イ
ツ
経
営
学
の
理
論
（
】
萱
）
　
2
ア
メ
リ
カ
経
営
学
の
璽
珂

（
云
望

第
二
節
　
労
務
管
理
の
理
論

l
経
営
学
と
労
務
管
理
の
理
論
（
貢
）
　
2
批
判
的
労
務
智
慧
鯛
（
l
莞
）
　
3
技
術
論
的
労
務

管
だ
論
（
云
八
　
4
経
営
共
同
体
的
労
諭
管
理
論
（
云
ご

参
考
文
献

索
　
　
引

嚢
・
回
　
目
　
次

第
l
衷
　
日
本
に
お
け
る
学
歴
別
級
位

第
2
衣
　
人
事
課
人
事
係
の
単
位
菜
務
「
定
員
」
の
明
細

等
の
例

第
3
喪
　
弥
富
式
迎
合
職
務
記
逮
審
形
式
の
職
務
調
査
表

第
4
衣
　
日
本
鋼
管
　
職
務
評
定
点
数
の
例

箔
5
蚕
　
要
因
比
較
法
に
よ
る
序
列
の
例

第
6
衷
　
経
営
親
別
体
系
の
例

第
7
衣
　
共
通
職
務
楷
限
基
準
の
例

筍
8
表
　
固
有
職
務
権
限
規
定
の
例

笛
9
変
　
学
歴
別
資
格
を
職
務
分
野
に
適
用
し
た
例

第
川
虫
　
職
虎
的
資
格
制
度
の
例

第
1
1
衣
　
職
能
的
資
格
制
度
に
お
け
る
学
歴
・
勤
続
年
数

適
用
の
例

貸
出
変
　
弥
窟
亘
作
業
過
程
衣
の
例

筍
1
3
衣
　
職
締
別
等
級
別
訣
別
定
且
表
の
例

第
1
4
変
　
中
途
採
用
者
の
経
験
年
数
換
算
の
例

第
1
5
衣
　
年
間
配
鑑
計
画
表
の
例

笥
1
6
韮
　
配
置
計
画
一
覧
表
の
例

第
Ⅳ
変
．
能
力
に
盟
点
を
お
い
た
人
事
考
課
の
例

′、　′－ヽ　JF．ヽ　′．ヽ　′－ヽ　′ヽ　一、　′・・、　′－ヽ

呈　三重　エ　ユ　ニ　＝乙　＝＝　＝ニ　占　　　．．、

ききe e雷ごききこ　　き

筍
鳩
衷
　
昇
進
管
理
に
お
け
る
人
事
考
課
と
学
歴
・
動
揺
年

数
の
関
係
を
示
す
例

常
滑
表
　
昇
進
管
理
に
お
い
て
人
事
考
課
・
面
接
・
筆
記
試

験
を
併
用
す
る
例
（
日
本
）

墓盈費盈裏芸去莞至芸
変喪真東表表喪表重安

作
業
分
析
の
例

W
・
P
法
の
動
作
時
間
標
準

製
造
業
総
労
働
時
間
及
び
所
定
外
労
働
時
間
へ
日
本

呈六）
（莞）

へ
岩
）
（竺）
（豊】
（宍）

籠監至芸歪莞蓋
表表象重安表表

R
・
M
・
R
と
そ
の
変
化
の
例

最
近
の
産
業
死
傷
災
筈
件
数
お
よ
び
度
数
車

重

の

方

法

の

例

規
模
別
企
業
の
貸
金
に
関
す
る
警
状
況

初
任
給
決
定
の
要
因

日
本
的
職
務
給
の
例

人
事
考
課
・
職
務
評
価
制
虎
な
ど
を
も
つ
企
業

の
割
合

職
能
給
制
度
の
例

会

望

要

企

業

の

蓋

と

今

後

の

方

向

貸
金
体
系
の
例

賞
与
と
月
収
と
の
関
係

弥

富

式

睾

芳

式

電
聾
金
体
系

ベ
ー
ス
・
ア
’
プ
昇
給
の
実
施
状
況

孟
六
）

（六〇）
（老）
（莞）
六一一）

（
八
〇

（
八
〇

（
〓
ご

′．ヽ　′．、　′tヽ　一、　′－ヽ　ノーヽ　一一．ヽ　　（
．．h　．．－4　－　．－　－　ttt－　t．．一It l．．t一

芸蔓葺き善毒蔓芸

Ⅹiii



《著者鉛介》
つ　だ　ます　み

津田眞澂

昭和27年　東京大学経済学部卒業
同学部特別研究生，助手を経て

現　在　一橋大学教授経済学博士
著　書　『労働問題と労務管理（ミネルヴァ書房．昭和34年）．

『年功的労使関係論』（ミネルヴァ書房昭和43年）．
『日本の都市下層社会』（ミネルヴァ書房　昭和47年）など

住　所　東京都大田区久が原4の18の20

新訂労務管理〔現代経済学全容5〕

昭和40年1月20拝　
昭和47年5月15日　
昭和50年5月10日

定価はケースに
表示しています

著　　者　津田眞澂

印行着　　杉田信夫

尭劇若　　中村勝治

発行所　　ミネルヴァ書房
京都市来山区山科ロノ闘絶谷町1
扱穆貝座・京繍8076番
電普代表075伽l）5191香

◎韓日真義，l拇　　　　　　　中村串飼・潤本義本

m4－61持03－8023




